
このガイドブックの使い方このガイドブックの使い方

解体工事では、建設業者※が事前に建物内のフロンを使

用している業務用冷凍空調機器の有無を確認し、その結果

を書面（事前確認書）に記載し、工事発注者（施主）に説明す

ることがフロン回収・破壊法で規定されています。

フロンを使用している業務用冷凍空調機器があった場合

は、工事発注者（施主）がフロン回収の手続きを行わなくては

なりません。

このガイドブックは、法律で定められている業務用冷凍空

調機器の事前確認を段取りよく行い、フロン回収に関する手

続を工事発注者（施主）にわかりやすく説明できるように、建

設業者にとって実務的な内容をまとめました。

関係者の皆様は、このガイドブックを活用して、法律に基づ

く適正な手続きをお願いいたします。
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※ この「建設業者」とは元請業者（工事発注者から直接解体工事を請け負おうとする

建設業者）のことです。このガイドブックでは、建設業法で規定する「建設業者」、建

設リサイクル法で規定する「解体工事業者」、その他解体工事に関与する事業者

全体を総称して「建設業者」としています。



フロンを使用している業務用冷凍空調機器を廃棄するとき

は、機器の所有者（工事発注者、施主）が費用を負担して、フ

ロン回収業者（都道府県に登録されている業者）に機器に充

てんされているフロンの回収を依頼しなくてはなりません。

もしも、未回収の機器からフロンを放出させると、1年以下

の懲役又は50万円以下の罰金に処せられます（法律第３８条）。

この罰則は機器の所有者ではなく、放出した本人に課せら

れます。

業務用冷凍空調機器を廃棄するときは、
機器の所有者が専門業者（フロン回収
業者）にフロン回収を依頼しなくてはなり
ません
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※１解体工事には、建物を改修する工事や建設リサイクル法の対象

建設工事とならない小規模工事も含みます。このような解体工

事をフロン回収・破壊法では「特定解体工事」と呼んでいます。

※２建設業者で業務用冷凍空調機器の事前確認の仕方が分からな

い場合はフロン回収業者に相談して下さい。　

建設業者は、工事発注者から解体工事※１を請け負おうと

するときは、解体する建物内のフロンを使用している業務用

冷凍空調機器の有無を確認し※２、その結果を書面「事前確

認書」に記入し、工事発注者（施主）に説明しなくてはなりませ

ん（法律第１９条の２）。

解体工事で建設業者がすべきこと
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工事発注者（施主）は、建設業者が行う建物内の業務用冷

凍空調機器の事前確認に協力しなくてはなりません（法律第１

９条の２） 。

この場合の協力とは、具体的には建設業者が機器を確認

するために建物内に立ち入ることを許可することや建物の図

面を提供することなどです。

建設業者が行う事前確認に際して、
工事発注者がすべきこと
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解体工事の発注・請負から、事前確認、フロン回収、解体

工事の着工に至る手続は以下のフローで行います。

手続のフロー

①解体工事の発注

②事前確認　（３、６～１１ページ）

工事発注者（施主）が建設業者に解体工事を発

注します。

建設業者は解体する建物内のフロンを使用して

いる業務用冷凍空調機器の有無を確認し、その

結果を事前確認書に記入して、工事発注者に説

明します。

参考：業務用冷凍空調機器があったときに

は、機器に「フロン未回収シール」を

貼ることをお勧めします。（→１１ページ）

③フロン回収の依頼

フロン回収業者にフロン回収を依頼します。

工事発注者が直接フロン回収業者に依頼する場

合と、建設業者が発注者から委託を受けて、フロ

ン回収業者への依頼を取り次ぐ場合があります

(→13ページ)。フロン回収業者は各都道府県のホー

ムページで調べることができます（「都道府県名」

と「フロン回収」で検索して下さい）。

（業務用冷凍空調機器があった場合）

建設業者

工事発注者

工事発注者
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④フロン回収業者による現場調査

フロン回収業者が機器の設置現場を調査して、フ

ロン回収にかかる時間と費用を見積もります。

工事発注者及び建設業者は、フロン回収業者の

現場への立ち入りや図面の提供などフロン回収

業者が行う現場調査に協力して下さい。

建設業者

工事発注者

⑤行程管理票の記入（１２～１６ページ）

⑥フロン回収業者によるフロン回収（１７ページ）

工事発注者は行程管理票を入手して、必要事項

を記入します。記入した行程管理票はフロン回収

業者に直接、又はフロン回収業者への依頼を取り

次ぐ建設業者に渡します。

行程管理票はＩＮＦＲＥＰ（フロン回収推進産業協

議会）から直接、又はＩＮＦＲＥＰのホームページ

（ http://www.infrep.jp/nyusyusaki.pdf ）に掲載さ

れている入手先から購入して下さい。

フロン回収業者がフロン回収を行います。

工事発注者及び建設業者は、電源の提供などフ

ロン回収業者が行う作業に協力して下さい。

フロン回収業者

⑦解体工事の着工

建物を解体する前にフロン回収を終えておくよう

にして下さい。

なお、フロン回収後の機器は、廃棄物処理法に

従って適切に処理して下さい。

フロン回収業者



店舗や事務所で使われているエアコンや飲食店の厨房に

ある冷蔵庫、食料品店の冷凍冷蔵ショーケースなど、家電製

品（家庭用のエアコンや冷蔵庫）以外の業務用の冷凍冷蔵機

器、空調機器はすべて「業務用冷凍空調機器」に該当します。

「業務用冷凍空調機器」とは？
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パッケージエアコン室内機

パッケージエアコン室外機
業務用冷蔵庫 内蔵型ショーケース

卓上型冷水機

床置型冷水機 別置型ショーケース

平成14年4月以降に購入された業務用冷凍空調機器には

機器本体にフロン回収・破壊法に基づく表示がされています

（法律第３９条）。

表示例

（社）日本冷凍空調工業会のガイドラインによるもの

フロン回収・破壊法　第一種特定製品

（１） フロン類をみだりに大気中に放出すること
は禁じられています。

（２） この製品を廃棄・整備する場合には、フロン
類の回収が必要です。

（３） 冷媒の種類と数量

種　　類 数量（ｋｇ）冷媒番号

２.０ ｋｇＨＦＣ Ｒ１３４ａ

フロン回収・破壊法　第一種特定製品

（１） フロン類をみだりに大気中に放出すること
は禁じられています。

（２） この製品を廃棄・整備する場合には、フロ
ン類の回収が必要です。

（３） 冷媒の種類と数量

表示が見あたらない場合は、

機器メーカー、販売店等に問い

合わせて確認して下さい。
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一部の工場、倉庫などを除き、店舗や事務所、公共施設な

どほぼすべての建物に空調機器は設置されており、ノンフロ

ン冷凍機や吸収式冷凍機など一部の機器を除き、冷媒として

フロンが使用されています。

空調機器はほぼすべての建物にあります

天井埋込型の室内機

屋上の室外機

床置型の室内機

屋外の室外機

冷媒配管

冷媒配管



家庭用のエアコンや冷蔵庫は？

家庭用のエアコンや冷蔵庫が見つかった場合は、「家電リ

サイクル法」にしたがった手続きが必要です。工事発注者か

ら市区町村に問い合わせて、指定業者等に収集を依頼する

よう、建設業者は工事発注者に説明して下さい※。

なお、家電リサイクル法の担当窓口は市区町村のホーム

ページ等で確認できます。

※ 工事発注者（機器所有者）が家電リサイクル券を郵便局等で購

入して、指定引取場所に持ち込むか、指定業者等に引き取って

もらうことになります。

ルームエアコン室内機

ルームエアコン室外機
家庭用冷蔵庫
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業務用機器と家電製品との違い

フロン回収・破壊法でフロン回収が義務付けられている業

務用機器と家電リサイクル法の対象となっている家電製品と

の違いは、事務所や店舗、家庭といった設置場所で決まるの

ではなく、その製品が業務用機器として製造されたか、家電

製品として製造されたか、メーカーで製造される段階で決めら

れています。従って、事務所で使われていても家電製品であ

れば、家電リサイクル法の対象となります。

業務用エアコンの表示例

業務用機器と家電製品の見分け方

エアコンなどでは、業務用機器か家電製品か見分けがつ

きにくいものがあります。フロン回収・破壊法に基づく表示（６

ページ）以外に、製品本体に貼られている製品名等を表示し

た銘板やシールに「パッケージエアコン（又は、パッケージエ

アコンディショナ）」と書かれているものは業務用機器、「ルー

ムエアコン」と書かれているものは家電製品です。

家庭用エアコンの表示例
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「事前確認書」は、ＩＮＦＲEＰのホームページ（http://www.infrep.jp/）か
らダウンロードできますが､建設業者自ら作成することもできます。その

場合、上の①～⑤は必須事項ですので、必ず記入して下さい。
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事前確認書の記入方法

建設業者は、次の①～⑤の事項を事前確認書に記入して下さい。

（記入例）

①書面の交付日

②工事発注者（施主）の
氏名・住所

③建設業者の氏名・住所

④解体工事の名称・住所

⑤業務用冷凍空調機器
の有無



フロン未回収シール フロン回収済シール

確実にフロン回収を行うために

確実にフロン回収を行うために、事前確認で業務用冷凍空

調機器が確認されれば、フロン使用機器の目印として下の

「フロン未回収シール（赤シール）」を貼り付けることをINFREP

では推奨しています。

また、既に「フロン回収済シール（緑シール）」が貼られてい

る機器は、フロン回収が行われていますので撤去可能です。

このシールの貼付は法律で義務付けられているものではありません

が、フロン回収を確実に行うため、工事発注者、建設業者、回収業者等

の関係者の皆様のご協力をお願いいたします。

このシールの入手を希望される場合は、ＩＮＦＲＥＰまでご連絡下さい

（ →１０ページ）。
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4

工事発注者は回収業者にフロン回収を依頼する際に、行

程管理票（回収依頼書又は委託確認書）に必要事項を記入

して、フロン回収業者に直接、又はフロン回収の手続きを取り

次ぐ建設業者等に、この書面を渡さなくてはなりません。又、

回収を依頼（委託）した書面（回収依頼書又は委託確認書）

の控えと回収後にフロン回収業者から戻された書面（引取証

明書又はその写し）は３年間保存しておくことが法律で義務

付けられています※。

これらの書面は、工事発注者が適正にフロン回収を依頼し、

フロンを引き渡したことの証明となります。

行程管理票の記入と保存
（工事発注者の義務）

行程管理票について詳しくは、ＩＮＦＲEＰで
発行している「フロン回収行程管理票ガイド

ブック」をご覧下さい。このガイドブックはＩＮＦ

ＲEＰのホームページからダウンロードできま

す（→１０ページ） 。

12

※ 書面を保存していない場合、都道府県知事による勧告を受けることがあります。



手続を簡単にするために

建設業者が工事発注者からの依頼を受けて、フロン回収業

者への回収依頼を取り次ぐことがあり、その場合、建設業者

が取次者（行程管理票上の引渡受託者）として、行程管理票

を記入・回付することとなりますが、取次者が入れば、必要な

書面が増え、手続も複雑になります（下図参照）。そのため、

建設業者が工事発注者にフロン回収業者を紹介し、行程管理

票のやりとりを工事発注者とフロン回収業者の間で直接行う

ようにすれば、手続を簡単にすることができます。

13

引取証明書
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

回収依頼書
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

工事発注者 フロン回収業者

取次者が入らない場合

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

引取証明書
の写し

引取証明書
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

委託確認書
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

委託確認書
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

工事発注者 フロン回収業者

建設業者

取次者（建設業者）が１人入る場合※

※取次者が２人入る場合は「フロン回収行程管理票ガイドブック」をご覧下さい。

工事発注者
が行うこと

１４ページ

工事発注者
が行うこと

１５ページ

建設業者
が行うこと

１６ページ



回収
業者

工事
発注者

Ａ票
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

Ａ 票
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

①記入 ②保存
②交付
　　（発行）

（複写された書面）

Ｅ票

取次者が入らない場合の工事発注者が行うこと

「（甲）第一種特定製品廃棄等実施
者」の欄を記入します。

整理番号は工事発注者が整理す
るための任意の番号を記入して下
さい。

担当者と責任者の氏名を記入して
下さい。

フロンの引渡先として「（丁）第一種
フロン類回収業者」をチェックして
下さい。

「（丁）第一種フロン類回収業者」の
欄を記入します。

回収業者の登録番号、氏名、住所、
電話番号等を回収業者に確認して
記入して下さい。

③回収後、回収業者から渡された引取証明書（Ｅ票）を保存して下さい（３年間）。

①回収依頼書（Ａ票）に記入します。

②記入したＡ票を控えとして保存し（３年間）、複写された後ろの書面（Ｅ票、Ｆ票だけ）

を回収業者に渡して下さい。
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回収
業者

工事
発注者

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

③保存
交付
（発行）

Ｅ票
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

Ｅ票



工事
発注者

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

③保存 送付

Ｅ票の写し
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

Ｅ票の写し

工事
発注者

建設
業者

Ａ票
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

Ｃ 票
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

Ａ 票
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

①記入
②保存

②交付
　　（発行）

（複写された書面）

建設業者が取り次ぐ場合の工事発注者が行うこと

「（甲）第一種特定製品廃棄等実施
者」の欄を記入します。

整理番号は工事発注者が整理す
るための任意の番号を記入して下
さい。

担当者と責任者の氏名を記入して
下さい。

フロンの引渡先として「（乙）第一種
フロン類引渡受託者」を、「建物の
解体を伴う」をチェックして下さい。

「（乙）第一種フロン類引渡受託者」
の欄を記入します。

建設業者の氏名、住所、電話番号
等を建設業者に確認して記入して
下さい。

③回収後、回収業者から渡された引取証明書（Ｅ票）の写しを保存して下さい（３年間）。

①委託確認書（Ａ票）に記入します。

②記入したＡ票を控えとして保存し（３年間）、複写された2枚目以降の書面を建設業

者に渡して下さい。
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回収
業者



回収
業者

回収
業者

建設
業者

③回収業者から渡された引取証明書（Ｅ票）を保存して下さい（３年間）。

建設
業者

Ｃ票
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

Ｅ 票
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

Ｃ 票
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

①記入
②保存

②回付

（複写された書面）

建設業者が取り次ぐ場合の建設業者が行うこと

「（乙）第一種フロン類引渡受託者」
の空欄部分を記入します。

フロンの引渡先として「（丁）第一種フ
ロン類回収業者」をチェックして下さ
い。

「（丁）第一種フロン類回収業者」の
欄を記入します。

回収業者の登録番号、氏名、住所、
電話番号等を回収業者に確認して
記入してください。

① 工事発注者から渡された委託確認書（Ｃ票） に記入します。

②記入したＣ票を控えとして保存し（３年間）、複写された後ろの書面（Ｅ、Ｆ票）を回収

業者に渡して下さい。
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○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

③保存
交付
（発行）

Ｅ票
○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

Ｅ票



業務用冷凍空調機器からのフロン回収
には時間がかかります

業務用冷凍空調機器からのフロン回収には時間がかかり

ます。特に、ビル空調などの大型機器や長い間使用していな

かった機器、冷媒配管が長い場合や外気温が低い場合など

は回収作業に相当な時間がかかります。工事発注者、建設業

者、回収業者間で回収時期や回収に要する時間についてよく

打合せを行ない、解体工事のスケジュールを調整して下さい。

なお、フロン回収を行う前に冷凍空調機器を数分間、冷房

運転すると（暖機運転という）、回収効率が上がり、回収時間

が大幅に短縮できます。

そのため、フロン回収は電源設備を撤去する前に行うよう

にして下さい。
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　フロンは、１９３０年頃にアメリカで開発され、冷蔵庫を冷や

す優れた性質があり、また、引火性や有害性がないことから、

瞬く間にフロンを使った冷蔵庫が世界中に広まりました。しか

し、１９７０年代になって、フロンにはオゾン層を破壊したり、地

球温暖化の原因となる性質があることが分かってきました。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　そのため、モントリオール議定書や京都議定書という国際

的なルールで、世界中の国々がフロンの生産や排出を抑え

る取組を行っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日本でも、フロン回収・破壊法、自動車リサイクル法、家電

リサイクル法でフロンの回収が義務付けられていますが、業

務用冷凍空調機器のフロン回収率※は３割程度にとどまって

います。

なぜ、フロンは回収しなくてはいけない
のでしょうか？

※ 法律に基づき報告された１年間に回収されたフロンの総量を、１年

間に廃棄された機器内に充てんされていたフロンの推計量で割った

数値。　　　　　　　
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フロンは人体への直接の有害性はありませんが、このようにオゾン

層破壊や地球温暖化などを引き起こすため、大気に放出せず、回収し

なくてはならないのです。

＜オゾン層破壊の問題＞

地　球

紫外線

オゾン層

太陽

19

＜地球温暖化の問題＞

地　球

大　気
太陽熱

太陽

地球の上空には、オゾン

層というカバーがかかってい

て、太陽からの有害な紫外線

を遮ってくれていますが、エ

アコンなどから放出されたフ

ロンによって、このオゾン層

が壊され、地上にいる人間が

直接、紫外線を浴びて目や

皮膚の病気になってしまうの

がオゾン層破壊の問題です。

二酸化炭素やフロンには

太陽の熱がたまりやすい性

質があるため、発電所で石炭

を燃やして発生した二酸化炭

素やエアコンなどのフロンが

大気中に大量に放出されると、

地球全体が温室のように暑く

なり、異常気象が起きたり、

農作物の収穫が減って食糧

危機が起きたりすることなど

が地球温暖化の問題です。　



これまでオゾン層保護対策として転換が進められてきた「代替フロン」

はオゾン層破壊の影響は弱い（あるいは全くない）ものの、地球温暖化

については、二酸化炭素の数百倍から数千倍とものすごく強力な温室

効果ガスです。 例えば事務所のエアコンからフロンを放出させてしまう

と､二酸化炭素3.6トンほど※を放出したことになります｡ 皆さんが､日頃、

地球環境のためにと、エアコンを弱めたり、レジ袋を使わないようにし

て、二酸化炭素の排出を減らそうとがんばってみても､フロンをほんのわ

ずかでも放出してしまうと、このような努力はすべて無駄になってしまい

ます。

代替フロンで問題は解決していません

※ フロンＲ２２（地球温暖化係数ＧＷＰ＝１，８１０）を２キログラム使用しているエ

アコンの場合　

＝ ×1８万枚
２キログラムのフロン（Ｒ２２）を

二酸化炭素に置き換えた量：

レジ袋１枚を消費したときの

二酸化炭素の排出量：２０グラム3.6 トン

○○マーケット

　だから、フロンを使っている冷凍空調機器を廃棄

するときは、関係者一人ひとりが注意を払って、フロ

ンが大気に放出されないようにすることが大切です。
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